
№

分類 該当地区

Ⅰ 　

H24年度まで H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

1
□完了
■未定

2
□完了
□未定

3
□完了
□未定

4
□完了
□未定

5
□完了
□未定

Ⅱ 　

【判定欄】　

　
○

Ⅲ 総合評価

拡充・・・

維持・・・

見直し・・・

№ 既存事業 担当課 関連部局

建設課

振興基本計画　既存事業検討シート 平成２５年度

植林地の土砂災害などの対策 急傾斜地崩壊危険箇所等の対策

082 防災 山海 植林地の土砂災害などの対策

事業の推進状況

　 具体的な実施内容（現在の進捗状況又は実施予定）
実施時期（見込み）

　

　

　

有
効
性

□事業効果 総計　232-⑧
急傾斜地崩壊危険箇所等の対策を実施することにより住民の生命・財
産を守ることができる。 ○

　

事業有効性の検討
事業内容の検討 有効性判定

※該当する番号の欄に○を記入してください

１　きわめて効果が高い

２　効果が高い

□生活効果 生活　

３　効果が認められる

総
合

評価・判断に係るコメント  （緊急性、関連性について、特に考慮すべき点など） （説明） 総合評価

さらに拡大・充実を図るべき事
業

維持土砂災害警戒区域については、県が調査に基づき指定、人家が近いなどの緊急性が高い地区は、県が計画的に対策工事を実施。
現行計画に沿って推進すべき
事業

縮小又は廃止に向けて検討
すべき事業

４　効果が少ない

５　効果がない

　


